


 

自
社
に
合
う
採
用
方
法
を
見
つ
け
る

採
用
手
段
の
使
い
分
け

松
尾　

良
い
方
に
出
会
え
る
率
が
一
番
高
い
の
は
、
従

業
員
か
ら
の
紹
介
で
す
。
こ
れ
が
リ
ク
ル
ー
ト
の
第
一

ス
テ
ッ
プ
で
す
。
ま
た
、
弊
社
に
お
食
事
に
来
ら
れ
る

お
客
様
を
ス
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

何
度
も
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
る
フ
ァ
ン
を
従
業
員
に
誘

う
の
が
ス
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
で
す
。

　

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
公
式
Ｈ
Ｐ
等
は
利
用

者
数
が
月
間
２
５
０
０
万
人
い
る
強
力
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
す
。

95
％
の
ア
ル
バ
イ
ト
応
募
は
こ
こ
か
ら
で
す
。
一
方
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
わ
な
い
方
が
行
か
れ
る
の
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
い
う
認
識
を
し
て
い
て
、プ
レ
ミ
ア
ム
エ
イ
ジ
（
シ

ニ
ア
層
）
の
方
、
外
国
籍
の
方
を
採
用
し
た
い
時
に
使

い
分
け
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
店
舗
自
体
も
重
要
な
広
告
塔
で
す
。
宮
内

店
で
は
、
店
舗
の
建
設
が
始
ま
っ
た
頃
か
ら
開
店
が
口

コ
ミ
で
広
が
り
、
オ
ー
プ
ン
１
か
月
前
に
は
ア
ル
バ
イ

ト
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

で
も
何
と
言
っ
て
も
最
大
の
リ
ク
ル
ー
ト
媒
体
は
、

働
い
て
い
る
従
業
員
の
方
々
で
す
。
10
人
中
10
人
が
ア

ル
バ
イ
ト
応
募
す
る
前
に
そ
の
店
に
客
と
し
て
行
っ
て
、

お
店
の
雰
囲
気
や
働
い
て
い
る
人
の
笑
顔
、
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
な
ど
か
ら
、
こ
こ
で
働
き
た
い
と
い
う
動
機
を

得
て
い
ま
す
。

お
店
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て

い
っ
し
ょ
に
働
い
て
も
ら
い
た
い

田
頭　

フ
ェ
ル
ダ
ー
シ
ェ
フ
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や

求
人
サ
イ
ト
を
使
う
こ
と
は
ほ
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ち

ら
の
希
望
と
一
致
す
る
人
材
を
採
用
す
る
の
が
難
し
い

か
ら
で
す
。
現
在
は
、基
本
的
に
弊
社
で
働
い
た
実
績
の

あ
る
関
係
先
、
例
え
ば
製
菓
学
校
な
ど
へ
求
人
を
出
す

他
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
求
人
を
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

年
齢
幅
を
と
っ
て
募
集
を
す
る
と
、
現
場
を
経
験
し

た
元
料
理
人
の
シ
ニ
ア
の
方
な
ど
の
応
募
が
あ
り
ま
す
。

シ
ニ
ア
の
方
は
私
に
と
っ
て
心
の
糧
に
な
る
人
材
で
す
。

人
生
経
験
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
他
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら

の
信
頼
度
も
高
く
良
い
影
響
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

製
菓
学
校
の
卒
業
生
を
採
用
し
た
場
合
は
、
必
ず
保

護
者
の
方
と
一
度
店
に
来
て
も
ら
い
ま
す
。
色
々
な
話

を
し
て
お
互
い
が
納
得
し
て
働
い
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

私
が
待
っ
て
い
る
の
は
、
こ
こ
で
働
い
て
み
た
い
と

い
う
意
思
を
持
っ
た
方
で
す
。
な
の
で
、
自
分
が
ど
う

　

経
営
資
源
が
不
足
す
る
中
小
企
業
等
に
お
い
て
、
人
材
確
保
の
取
り
組
み
に
多
く
の
リ
ソ
ー
ス
を
割
け
な
い
こ
と

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
厳
し
い
状
況
下
に
あ
っ
て
、
中
小
企
業
等
が
最
小
限
の
費
用
で
効
果
的
な
採
用
活
動
を
行
う
た
め
の
ツ
ー

ル
や
そ
の
活
用
方
法
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
が
２
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
多
様
な
人
材
を
積
極
的
に
活
用
し

て
い
る
市
内
の
企
業
経
営
者
か
ら
人
材
確
保
の
秘
訣
を
伺
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
セ
ミ
ナ
ー
で
事
例
発
表
さ
れ
た
２

社
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。�

（
担
当
：
木
村
）

ドイツで修行し製菓マイスターを取得。帰国後、廿日市に「KONDITREI 
FELDERCHEF」をオープンし20年以上が経過。2014年にドイツ農業
協会製菓部門 シュトレイン金賞受賞している他、数多くの受賞歴を持つ。
技術職ながらスタッフは20代～60代の女性で、結婚、出産、子育てを
経て復職される方も多い。ひとりひとりが思うものをちゃんと作れる人材
に、という方針のもと働き続けたいと思われる職場作りを行っている。　

多様性がもたらす、
チームの相互理解と
定着率アップ

多様な人材活用企業にきく！多様な人材活用企業にきく！

日本マクドナルドに勤務後、マクドナルドのフランチャイジー企業とし
て創業。現在は県内最大級の宮内店を含む全8店舗を運営、パー
トアルバイトを含む総スタッフ数は500名を超える。
女性比率は７０％を超え、65歳以上のスタッフが３１名在籍するな
ど、みんなが活躍できる職場作りにより多様な人材を活用している。

有限会社田頭菓子屋　代表取締役有限会社田頭菓子屋　代表取締役
田頭 享田頭 享 氏 氏

株式会社ピアレス　代表取締役株式会社ピアレス　代表取締役
松尾 茂文松尾 茂文 氏 氏×
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マクドナルド、フェルダーシェフに共通して

従業員の顔が見えるWEBページを設けている。

い
う
風
に
人
材
を
育
て
て
い
き
た
い
か
、
そ
の

思
い
を
自
分
の
サ
イ
ト
に
綴
っ
て
い
ま
す
。

 

多
様
な
人
材
が

 　
　

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
多
様
性
）

こ
そ
が
良
い
チ
ー
ム
を
つ
く
る

重
視
し
て
い
ま
す
。

 

離
職
率
を
下
げ
る
た
め
に

居
場
所
を
つ
く
り
、

　
　

目
標
を
持
た
せ
る

松
尾　

辞
め
さ
せ
な
い
こ
と
が
最
大
の
リ
ク

ル
ー
ト
で
す
。
辞
め
た
人
の
コ
ス
ト
を
考
え
る

と
採
用
コ
ス
ト
よ
り
は
る
か
に
高
い
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
例
え
ば
地
方
都
市
で
は
、
高
校
／

大
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
比
率
が
高
い
と
卒
業

シ
ー
ズ
ン
に
多
く
の
離
職
が
発
生
し
ま
す
。
ひ

と
つ
の
層
だ
け
で
構
成
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

プ
レ
ミ
ア
ム
エ
イ
ジ
や
主
婦
の
層
も
大
切
で
す
。

　

事
業
主
の
務
め
は
、
地
域
で
い
ち
ば
ん
の
雇

用
主
に
な
る
＝
従
業
員
が
こ
の
店
っ
て
最
高
っ

て
思
え
る
職
場
を
つ
く
る
こ
と
だ
と
私
は
思
っ

て
い
ま
す
。
ず
っ
と
働
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
勤

続
年
数
が
伸
び
、
年
数
が
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど

熟
練
度
が
あ
が
り
、
店
が
安
定
す
る
。
ひ
い
て

い
え
ば
、
そ
れ
が
顧
客
の
店
舗
に
対
す
る
満
足

度
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

田
頭　

技
術
力
が
育
つ
前
に
辞
め
て
し
ま
う
こ

と
を
避
け
る
た
め
、
ひ
と
り
ひ
と
り
に
目
標
を

持
た
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
従
業
員
に
は

そ
れ
ぞ
れ
得
意
分
野
が
あ
り
ま
す
。
発
注
を
か

け
る
よ
う
に
、
そ
の
分
野
の
仕
事
を
従
業
員
に

松
尾　

仕
事
は
ひ
と
つ
の
価
値
観
で
は
で
き
ま

せ
ん
。
色
々
な
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
が
あ
っ
て
初
め

て
い
い
仕
事
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
身
障
者
や
言
語
の
違
う
従
業
員
に
は
理

解
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
働
き
ま
す
。
文
化

や
言
語
の
違
い
に
よ
る
誤
解
や
ト
ラ
ブ
ル
が
起

こ
り
に
く
く
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
自
然
と

職
場
の
空
気
感
が
よ
く
な
り
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ

れ
に
「
自
分
の
居
場
所
」
と
い
う
認
識
が
生
ま

れ
ま
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
る
理
由
は
お
金

や
時
間
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
辞
め
る
理
由
は

居
場
所
が
あ
る
か
ど
う
か
で
す
。
そ
う
い
う
視

点
か
ら
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
が
一
番
大
事
だ
と
考

え
ま
す
。

田
頭　

子
育
て
世
代
を
メ
イ
ン
で
雇
い
続
け
て

い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
ど
も
が
発
熱
す
る
よ

う
な
突
発
事
項
に
も
お
互
い
が
カ
バ
ー
し
あ
え

る
風
土
が
で
き
て
い
ま
す
。
お
互
い
の
環
境
に

理
解
が
あ
る
の
で
、
ス
タ
ッ
フ
が
柔
軟
に
シ
フ

ト
を
管
理
し
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
労
働
時
間
の
規
制
も
あ
り
完
全
週
休

２
日
に
し
ま
し
た
。
前
日
の
仕
込
み
が
必
ず
発

生
す
る
職
場
で
す
が
、
社
員
を
休
ま
せ
る
の
に

パ
ー
ト
が
そ
の
時
間
を
請
け
負
う
な
ど
、
従
業

員
同
士
で
調
整
で
き
て
い
ま
す
。製
造
パ
ー
ト
、

社
員
、
販
売
パ
ー
ト
間
の
情
報
共
有
に
は
グ

ル
ー
プ
ラ
イ
ン
を
活
用
す
る
な
ど
、
長
く
働
い

て
も
ら
う
た
め
の
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
は

依
頼
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
時
間
の
か
か
る

マ
ジ
パ
ン
づ
く
り
を
休
日
に
し
て
も
ら
い
、
そ

の
分
の
出
来
高
を
職
能
手
当
と
し
て
支
給
す
る

形
で
す
。

　

他
店
か
ら
週
に
何
日
か
パ
ン
づ
く
り
の
依
頼

が
あ
る
と
、
パ
ー
ト
に
そ
の
場
を
任
せ
る
こ
と

も
将
来
的
な
働
き
方
の
ひ
と
つ
と
考
え
て
い
ま

す
。
ど
の
職
場
に
行
っ
た
と
し
て
も
通
じ
る
技

術
力
を
つ
け
さ
せ
て
き
た
の
で
、
生
産
能
力
も

高
く
原
価
計
算
も
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
定
着
率

に
繋
が
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
お
店
の
ク

オ
リ
テ
ィ
を
下
げ
た
く
な
い
の
で
、
従
業
員
の

み
ん
な
に
多
角
的
な
視
野
を
持
っ
て
も
ら
い
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
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世
界
平
和
へ
の
希
望
を

感
じ
る
サ
ミ
ッ
ト
に

　

株
式
会
社
ロ
コ
ソ
ル
（
廿
日
市
市
阿
品
台
北
）

は
Ｈ
Ｐ
に
貼
る
サ
ミ
ッ
ト
バ
ナ
ー
で
応
援
の
姿

勢
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

自
身
が
被
爆
三
世
で
、
原
爆
放
射
能
医
科
学

研
究
所
・
元
所
長
か
ら
被
爆
体
験
を
学
ん
だ
経

緯
も
あ
る
代
表
の
寺
川
純
さ
ん
。
Ｇ
７
広
島
サ

ミ
ッ
ト
に
協
力
し
た
い
と
ブ
ロ
グ
に
も
サ
ミ
ッ

ト
へ
の
気
持
ち
を
綴
り
ま
す
。
各
国
の
首
脳
が

集
ま
り
よ
り
良
い
世
界
に
向
け
対
話
が
築
か
れ

る
こ
と
、
広
島
か
ら
平
和
が
発
信
さ
れ
る
意
義

は
大
き
い
と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

観
光
活
性
化
の
一
助
に

売
上
の
一
部
を
寄
付

　

株
式
会
社
や
ま
だ
屋
（
廿
日
市
市
宮
島
町
）

は
、
２
～
４
月
の
売
上
金
の
一
部
を
広
島
サ

ミ
ッ
ト
県
民
会
議
に
寄
付
し
ま
す
。

　

世
界
遺
産
の
島
、
宮
島
で
事
業
を
営
み
、
国

際
的
な
会
議
が
広
島
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
喜

ぶ
代
表
の
中
村 

靖
富
満
さ
ん
。
ア
フ
タ
ー
Ｇ
７

を
見
据
え
、
世
界
か
ら
広
島
・
廿
日
市
を
訪
れ

る
お
客
様
が
増
え
、
観
光
活
性
化
に
繋
が
る
よ

う
な
取
り
組
み
に
寄
付
が
使
わ
れ
る
と
嬉
し
い

と
話
し
て
い
ま
す
。

寺川さんの思いが

こもったブログ。

リスナーの笑いを誘いながら、参加された

生徒さんも自然体でラジオトーク

直営店や取扱店のレジ横にサミットのポップを

置いて観光客にもPR。

大規模な会議をチャンスと捉えて、廿日市を盛り上げたいと

意気込む河村室長。

廿日市市役所では、パネルでＧ７サミッ

トを紹介しています。

廿日市市のＧ７広島サミット推進室 河村

室長は、「市内企業・団体の応援する取り

組みを新聞、ＴＶ等のメディアへ提供し

ます。」と積極的にＰＲ支援しています。

市もメディアへのＰＲを支援市もメディアへのＰＲを支援

間
も
な
く
開
幕
！

間
も
な
く
開
幕
！
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト

私
た
ち
も
応
援
し
て
い
ま
す
！

私
た
ち
も
応
援
し
て
い
ま
す
！

廿
日
市
の
高
校
生
が
大
集
合
！

Ｇ
５
廿
日
市
サ
ミ
ッ
ト

　

株
式
会
社
Ｆ
Ｍ
は
つ
か
い
ち
（
廿
日
市
市
下

平
良
）
は
、
Ｇ
５
廿
日
市
サ
ミ
ッ
ト
＠
廿
学
ラ

ジ
オ
の
公
開
収
録
を
行
い
ま
し
た
。

　

廿
学
ラ
ジ
オ
は
、
廿
日
市
市
内
の
現
役
高
校

生
が
出
演
す
る
ラ
ジ
オ
番
組
。
２
月
５
日
に
行

わ
れ
た
大
野
か
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
開
催
さ

れ
た
特
別
版
で
は
、
市
内
５
つ
の
高
校
か
ら
集

ま
っ
た
代
表
者
が
、
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
に
触

れ
な
が
ら
、
廿
日
市
を
も
っ
と
良
く
し
て
い
く

た
め
の
意
見
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
学
校
自
慢

や
か
き
を
使
っ
た
新
レ
シ
ピ
の
考
案
も
あ
り
、

会
場
は
世
代
を
超
え
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
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部 会 だ よ り

　山本部会長挨拶の後、新たに就任した５名の役員を紹介しまし

た。テーマとして、各業界の消費の状況、コロナの影響、雇用状況

などについて意見交換しました。コロナ禍で落ちた売上は回復基調

にあるものの、人材不足問題に直面している企業が多く見受けられ

ました。また、商業関係として最大の懸案事項である「物価上昇」

について、様々な意見をいただきました。

　第10期コンセプトとして、原田部会長の想いを役員に共有いただき、これを基に部会事業を展

開する予定です。

１．先端技術を学ぶ

　将来の次世代キャッシュレスや汎用AIなど、近い将来にある技術革新について知る場を提供し、

長期的な経営判断に活用してほしい。

２．零細企業のイノベーション

　既存の技術やサービスをつなぎ合わせて新たな価値を生み出すイノベーションを、全ての会員企

業に期待している。

３．外部環境の変化にどう合わせるかが肝要

　相当なスピードで経営を取り巻く環境は変化している。日本人は環境に合わせる能力が高いので、

変化にこそチャンスがある。

　河野部会長の元、前期とほぼ変わらない役員

構成となりました。協議後は、中国電力(株)広

島統括セールスセンターの加藤所長と廿日市

セールスセンターの中村所長をお招きし、電力

事情について講話いただきました。電気料金の

高騰や新電力会社の撤退により、今後の電気料

金プランについての選択肢や市場連動型契約な

ど、出席者の関心の高い内容でした。

２月６日 商業部会役員会を開催しました商業部会役員会を開催しました

２月９日 サービス業部会役員会サービス業部会役員会

２月７日 建設工業部会役員会建設工業部会役員会
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廿日市商工会議所　令和５年度事業計画

【 主 な 取 り 組 み 】
◦ G7サミットを契機としたインバウンド需要に対応するための支援

◦会議所デジタル化の一環として情報発信を強化し、会員事業所の IT 活用経営を積極的に支援

◦会員交流大会や個別ビジネスマッチングの強化、研究会の立ち上げなど企業間交流を支援

◦会員からの意見を集約し、商工業の振興等について、国・県・市・関係機関等へ政策提言	

◦「経営発達支援計画」に基づき経営力アップのための様々な事業を実施

◦経営力強化の一環として雇用・人材確保に関する課題解決のための支援

◦裾野の広い IT 活用支援、オンラインを活用した相談体制の強化

◦商店会各種事業への協力と SNS を活用した個店の情報発信支援

◦カーボンニュートラルや SDGs など環境問題に対する取組みの普及啓発

　今年度も新型コロナウイルス感染症対策支援に力を入れつつ、回復基調にあるインバウ
ンド需要への対策など、会員事業所の持続的発展をサポートするための支援を幅広く展開
します。

その他の計画については商工会議所ホームページをご覧ください。

廿日市商工会議所 検索
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令和５年度を迎えて
　２月７日に３年ぶりに新年会員交流会を開催しました。この日は今年度から入会予定の方にもご参加い
ただきました。当日は久しぶりに会員同士顔を合わせて楽しく有意義な時間を過ごすことができました。
令和５年５月には新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染法上の位置づけ
が２類相当から５類に変更される予定です。少しずつウィズコロナのなかで私達
は日常を取り戻しつつあります。令和５年度は私達廿日市商工会議所女性会も自
粛していた活動を順次再開していく所存です。また、現在女性会は新しいメンバー
を募集しています。廿日市市で頑張っている女性の輪を拡げ、一緒に学び共に活
動しませんか。会員の皆様には今年度も引き続き女性会活動へのご理解とご協力
のほど、どうぞよろしくお願い申し上げます。

令和５年度　廿日市商工会議所青年部　会長所信
　平素より廿日市商工会議所青年部の活動に対して、会員をはじめ、関係者各位
の御理解、御協力を頂き、誠に有難うございます。

　令和４年度の青年部は、中国ブロック大会を盛大に開催することができ、各方
面から「本当に良かった」と言っていただける大会となりました。多大なる御支援、
御協力をしてくださった方々に改めて感謝申し上げます。

　降っていた長い雨がやみ、苦しんだ経済に復活の気配が漂っています。しかし
日本は課題が山積みです。世界的には人口は増えているものの、日本は人口減少・
急速な少子高齢化が進み、GDPも2030年以降はゼロ成長、もしくはマイナス成長
をするのではないかと予想されています。
　また物価高や急速なデジタル化など、私たちの生活、仕事にも変化が生じています。変わっていくもの
に対応する力は大切です。しかし変わらないもの、自分の信念も持っておかないといけません。本質的な
ものは変えず、新しいものを取り入れていく「不易流行」の考えが今の時代を生きていく中で大切になっ
てくるのではないでしょうか。
　そしてそれは青年部活動で学ぶことができると思っています。

　令和５年度のスローガンは「We need you 〜団結・挑戦・成長〜」とさせていただきました。

　これまでの青年部も、業種の違う人間が集まり、活動を行う中で団結していき、みんなで新しいことに
挑戦する際には多数の困難があったことでしょう。その中でお互いが意見を出し合い、時にはぶつかり、
励まし合いながら、それぞれの大事にしている信念・価値観を認め合ってきたのだと思います。その中で迷っ
たら成長できる選択肢を選んできた諸先輩方のおかげで、私たちが継続して行事を行えております。
　また中国ブロック大会もOBの方の想いを現役会員が継ぎ、紡いで、会員・地域の協力のもと、行えたこ
とは廿日市が団結できた証だと思っています。

　青年部がより成長するためには、廿日市を盛り上げていくためには、会員様１人１人の力が必要です。
青年部活動には、この会長所信を読んでくださっているあなたの力が必要なのです。だからどんな形でも
お力添えをいただければと思います。そんな意味がこのスローガンには込められています。

　結びとなりますが、変化させるもの、させないもの。本質を見抜く力を養っていきながら、変わっていく
ことを恐れず団結して挑戦、成長する私たちの活動が地域貢献につながればと思います。廿日市の未来の
ために活動していきますので、今後とも変わらぬご指導ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

令和５年度会長　上野　克也

私たちと一緒に活動しませんか
廿日市商工会議所女性会では、廿日市を一緒に盛り上げてくれる会員を随時募集しています。
女性会活動に興味のある方はお気軽にお電話ください。

女性会事務局（担当：佐々木・児玉）　TEL：0829-20-0021
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安
土
桃
山
時
代
の
名
前
の
由
来
と
な
っ
た

安
土
城
は
、
織
田
信
長
が
最
後
に
建
て
た
城

で
、
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
安
土
町
に
あ
る
城

址
に
名
残
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。
そ
の
お
膝

元
に
当
た
る
場
所
に
、
織
田
信
長
が
茶
の
湯

の
た
め
に
く
ま
せ
た
湧
き
水
「
梅
の
川
」
が

あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
地
下
水
の
水
位
が
少

し
下
が
っ
た
た
め
に
「
梅
の
川
」
の
水
は
枯

れ
て
い
ま
す
が
、
す
ぐ
近
く
に
今
も
こ
ん
こ

ん
と
水
が
湧
い
て
い
る
場
所
が
何
カ
所
も
あ

り
ま
す
。

　

そ
ん
な
湧
き
水
ス
ポ
ッ
ト
の
真
上
に
建
て

ら
れ
た
料
亭
で
、
食
事
を
す
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。
地
元
で
採
れ
る
川
魚
や
野
菜
、
果

物
な
ど
を
ラ
ン
チ
の
コ
ー
ス
料
理
で
い
た
だ

い
た
の
で
す
が
、
最
初
に
日
本
酒
を
飲
む
ぐ

い
飲
み
サ
イ
ズ
の
グ
ラ
ス
で
、
厨
房
に
湧
い

て
い
る
水
が
そ
の
ま
ま
何
の
味
付
け
も
せ
ず

に
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
の
味
の
微
妙
な
違
い
を
私
が
分
か
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
信
長
も
こ
の
水
の

お
い
し
さ
を
理
解
し
て
わ
ざ
わ
ざ
求
め
て
い

た
の
か
と
思
う
と
、
何
か
貴
重
な
も
の
を
い

た
だ
く
よ
う
な
厳
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
た
っ
た
一
口
の
水
で
す
が
、
私
に
と
っ

て
は
強
く
記
憶
に
残
る
体
験
と
な
り
ま
し

た
。

　

料
亭
で
い
た
だ
い
た
コ
ー
ス
料
理
は
、
ど

れ
も
き
れ
い
な
器
に
盛
り
つ
け
ら
れ
て
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
素
材
の
味
を
生
か
し
な
が

ら
見
た
目
も
美
し
く
、
日
本
料
理
の
技
を
駆

使
し
た
良
い
仕
事
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
し

た
。
素
材
自
体
は
高
級
な
肉
や
遠
く
か
ら
取

り
寄
せ
た
海
鮮
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
る
わ
け

で
な
く
、
あ
く
ま
で
も
地
元
で
そ
の
時
期
に

採
れ
た
旬
の
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
一
つ
ひ

と
つ
の
料
理
を
提
供
す
る
と
き
に
、
ま
だ
若

い
料
理
長
か
ら
そ
の
食
材
や
地
域
の
食
文
化

に
つ
い
て
、
詳
し
い
説
明
が
あ
り
、
地
域
の

自
然
や
季
節
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
主

客
で
共
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
資
源
を
活
用
し
て
ヒ
ッ
ト
商
品
を

つ
く
る
た
め
に
は
ス
ト
ー
リ
ー
が
重
要
だ

と
、
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
私
自
身
も
こ
の
コ

ラ
ム
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
、
何

度
も
そ
の
よ
う
に
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。「
信

長
の
水
」
体
験
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
は
、

ス
ト
ー
リ
ー
が
体
験
と
し
て
お
客
さ
ん
に
届

き
、
深
く
心
に
刻
ま
れ
る
た
め
に
は
、
も
う

少
し
必
要
な
条
件
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

ス
ト
ー
リ
ー
は
、
演
劇
で
い
う
と
脚
本
の

よ
う
な
も
の
で
、
そ
れ
が
観
客
に
届
く
た
め

に
は
、
形
に
し
て
見
せ
る
役
者
や
舞
台
が
必

要
だ
と
い
う
よ
う
な
感
覚
で
す
。
今
回
の
私

の
体
験
に
置
き
換
え
て
み
れ
ば
、
ス
ト
ー

リ
ー
は
「
信
長
が
追
い
求
め
た
水
の
味
」
で

あ
り
、
そ
れ
を
形
に
し
た
の
が
「
一
杯
の
水
」

や
「
そ
の
水
で
育
っ
た
地
域
の
野
菜
や
川
魚
」

で
、
さ
ら
に
は
一
つ
ひ
と
つ
の
料
理
に
つ
い

て
語
っ
て
く
れ
る
料
理
長
さ
ん
も
役
者
の
役

割
を
果
た
し
て
く
れ
た
と
い
え
そ
う
で
す
。

舞
台
装
置
に
相
当
す
る
の
は
、
そ
れ
ら
を
い

た
だ
い
た
料
亭
の
快
適
な
空
間
や
、
美
し
い

器
で
し
ょ
う
か
。

　

お
そ
ら
く
、
信
長
の
水
に
相
当
す
る
よ
う

な
ス
ト
ー
リ
ー
を
持
つ
も
の
は
、
全
国
各
地

に
多
数
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
た
だ

あ
る
だ
け
で
は
宝
の
持
ち
腐
れ
で
す
。
も
し

良
い
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
の
に
う
ま
く
生
か

せ
て
い
な
い
と
感
じ
る
の
で
あ
れ
ば
、
も
う

一
度
、
そ
れ
を
形
に
す
る
役
者
と
、
役
者
と

顧
客
を
つ
な
ぐ
舞
台
が
機
能
し
て
い
る
か
ど

う
か
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

『信長の水』を体験して
思ったこと22

8



お申込み･お問い合わせ先

● 限 度 額 ：５００万円以内（別途要件あり）

● 保証料率 ：年０．４５％～１．９０％

　　　　　　 （別途割引あり）

● 資金使途 ：運転資金、設備資金

● 保証期間 ：７年以内（据置期間６か月以内を含む）

● 担　　保 ：原則不要

令和５年度の雇用保険料率
（赤字は変更部分）

負担者

事業の種類

①
労働者負担

（失業等給付・
育児休業給付の
保険料率のみ）

②
事業主負担 ①＋②

雇用保険料率
失業等給付・

育児休業給付の
保険料率

雇用保険二事業
の保険料率

一般の事業 6 / 1,000 9.5 / 1,000 6 / 1,000 3.5 / 1,000 15.5 / 1,000

（令和４年10月〜） 5 / 1,000 8.5 / 1,000 5 / 1,000 3.5 / 1,000 13.5 / 1,000

農林水産・
清酒製造の事業 7 / 1,000 10.5 / 1,000 7 / 1,000 3.5 / 1,000 17.5 / 1,000

（令和４年10月〜） 6 / 1,000 9.5 / 1,000 6 / 1,000 3.5 / 1,000 15.5 / 1,000

建設の事業 7 / 1,000 11.5 / 1,000 7 / 1,000 4.5 / 1,000 18.5 / 1,000

（令和４年10月〜） 6 / 1,000 10.5 / 1,000 6 / 1,000 4.5 / 1,000 16.5 / 1,000

（枠内の下段は令和４年10月〜令和５年３月の雇用保険料率）
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【
受
診
料
】

○
社
会
保
険
加
入
者
（
35
才
以
上
）
の
被
保

険
者　

５
，２
８
２
円
（
税
込
）

○
一
般
（
国
保
加
入
、
社
会
保
険
加
入
者
の

34
歳
以
下
等
）
７
，７
０
０
円
（
税
込
）

【
お
申
込
み
】
別
添
の
用
紙
に
て 

【
お
問
い
合
せ
】
振
興
課

	

新
ブ
ラ
ン
ド
葱
「
廿は

つ
か日
九く

じ
ょ
う条
葱ね

ぎ

」

が
最
優
秀
賞
を
受
賞

　

プ
ロ
グ
レ
ッ
ソ
山
本
貴
志
さ
ん
が
昨
年
か

ら
本
格
展
開
し
て
い
る
新
ブ
ラ
ン
ド
葱
「
廿

日
九
条
葱
」
が
、
令
和
５
年
２
月
に
徳
島
県

で
開
催
さ
れ
た
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・
エ
コ
フ
ェ

ス
タ
の
「
身
体
に
美
味
し
い
農
産
物
コ
ン
テ

ス
ト
【
葉
ネ
ギ
部
門
】」
に
お
い
て
、
高
い

栄
養
価
や
食
味
な
ど
が
評
価
さ
れ
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
地
元
店
と
の
タ
イ
ア
ッ

プ
を
さ
ら
に
増
や
し
ブ
ラ
ン
ド
認
知
度
向
上

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

県
内
で
初
！
さ
く
ら
ぴ
あ
が

地
域
創
造
大
賞
を
受
賞

　

文
化
ホ
ー
ル
ウ
ッ
ド
ワ
ン
さ
く
ら
ぴ
あ

が
、
令
和
４
年
度
地
域
創
造
大
賞
（
総
務
大

臣
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。
一
般
財
団
法
人

地
域
創
造
（
東
京
）
が
地
域
の
創
造
、
文
化

的
な
環
境
づ
く
り
に
貢
献
し
た
公
立
の
文
化

施
設
を
対
象
に
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
オ
ペ
ラ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
の
市

民
参
加
事
業
や
ジ
ュ
ニ
ア
弦
楽
合
奏
団
の
育

成
、
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催

し
に
取
り
組
む
姿
が
「
市
民
と
音
楽
を
つ
な

ぐ
交
流
拠
点
と
し
て
尽
力
し
た
」
と
評
さ
れ

ま
し
た
。

み
や
じ
ま
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン 

Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ 

開
催
へ

　

６
月
18
日
㈰
に
み
や
じ
ま
国
際
パ
ワ
ー
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
２
０
０
７
年
の
第
１
回
大
会
以
来
、

日
本
屈
指
の
ハ
ー
ド
コ
ー
ス
と
し
て
認
知
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
が
最
後
の
大
会
と

な
り
ま
す
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
救
護
業
務
と
エ
イ
ド
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
補
助
業
務
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
４
月
10
日
以
降
に

大
会
公
式
Ｈ
Ｐ
に
て
受
付
が
始
ま
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

News ＆ Information

営
業
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

　

所
内
業
務
の
効
率
化
お
よ
び
働
き
方
改
革

の
一
環
と
し
て
、
誠
に
勝
手
な
が
ら
営
業
時

間
を
次
の
と
お
り
変
更
い
た
し
ま
す
。

　

■
変
更
前 

８
：
30
～
17
：
30

　
　
（
３
月
31
日
ま
で
）

　

■
変
更
後 

８
：
30
～
17
：
15

　
　
（
４
月
１
日
か
ら
）

　

ご
理
解
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
営
業
日
に
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

健
康
診
断

　

定
期
健
康
診
断
を
次
の
と
お
り
実
施
い
た

し
ま
す
。

【
日
時
】
６
月
22
日
㈭
８
：
30
～
11
：
30

　
　
　
　

 　

23
日
㈮
８
：
30
～
11
：
30

※
今
年
度
か
ら
、
婦
人
科
検
診
（
子
宮
が
ん
・

乳
が
ん
）
は
「
広
島
生
活
習
慣
病
・
が
ん

健
診
セ
ン
タ
ー
大
野
」
で
行
い
ま
す
。

※
感
染
予
防
対
策
の
た
め
、
各
人
の
受
付
時

間
を
設
定
し
ま
す
。
健
診
内
容
を
考
慮
し
、

申
込
順
に
受
診
者
ご
と
に
決
定
し
ま
す
。

【
場
所
】
交
流
プ
ラ
ザ
１
階
・
多
目
的
ホ
ー

ル
（
当
日
は
検
診
車
が
駐
車
場
に
入
り
ま
す

の
で
、
お
車
で
の
お
越
し
は
ご
遠
慮
下
さ

い
。）

商
工
会
議
所
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
２
９

−

２
０

−

０
０
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
２
９

−

２
０

−

０
０
２
２

東京で開催された表彰式に出席する生田教育長（下段右端）と
濱本館長（上段右から３人目）

納品を希望する方はプログレッソ山本代表
（TEL：090-6833-4285）まで

▼大会公式HP
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４　
　
　

月

ご加入ありがとうございます。

新入会員紹介 令和5年3月6日現在
会員数1,703事業所

商工会議所カレンダー

事　業　所　名 地　区 業　　　種

ＡＩＴＯ 広島市安芸区 建設業

スマイル習字教室 広島市東区 習字教室

Fives leather 佐方 革製品製造販売

ちはらや工房 廿日市 内装業

㈱ＴＲＳ 宮内 電気工事業

リフレッシュ ルピナス 地御前 リラクゼーション業

プリマベーラ 阿品 美顔器販売

キッズヨガ広島 宮内 ヨガ

日（曜） 開始時間〜終了時間 内　　　容

3日（月）14:00～16:00 正副会頭会議

4日（火）19:30～21:00 青年部定例会

17日（月）13:00～15:00 正副会頭連絡会

21日(金) 13:00～17:00 経営なんでも相談

25日（火） 19:30～21:00 青年部役員会

★次号5月号は5月8日㈪発行予定です。
　チラシの締切は4月19日㈬です。

※新型コロナウイルス感染拡大により会議等中止・延期となる場合
がございます。

　特集に取り上げた人材確保セミナーでは、多様性

を尊重することで、モチベーションや働きやすさが

向上する事例を伺いました。自分の文化やバックグ

ラウンドを受け入れられ、認められることで、従業

員は自信を持ち熱心に働くことができる。そしてそ

れがお客様へ還元されよりよい循環が生まれること

が、お二人のお話からよく分かりました。

編集後記
総務課･木村
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GOURMET NET-WALK

MEMBER NET-WALKMEMBER NET-WALK

発
行

所
／

廿
日

市
商

工
会

議
所

　
〒

738-0015 廿
日

市
市

本
町

5-1　
TE

L：
0829-20-0021 FA

X
：

0829-20-0022
2023年

4月
号

 通
巻

第
260号

 令
和

5年
3月

31日
［

年
10回

発
行

］

一度食べたら忘れられない
　独自の創作料理に舌鼓

　宮島街道沿いの白い看板と開放的な入り口が印象的な廿日
市 永遠希。「オリジナルの創作料理をメインに、料理に合うお
酒も楽しんでほしい」との思いで、味や盛り付けにこだわっ
た料理を楽しめる創作居酒屋だ。
　お店に来たら一度は食べてほしい看板メニューが、毎日手
作りしているという豆富。独自の製法により、普通の豆富と
は食感も味わいも全く違う驚きの逸品。
　お酒の種類も豊富で、日本酒は広島を始め、中国地方のも
のを多く取り揃えている。予算や人数、好みなどリクエスト
に合わせたコース料理に
も対応可能！

「 飲 め ち ゃ うTOFU  各680円
（税込）」

豆富を使った新感覚スイーツ。
たっぷりのお豆富を使って、今
まで飲んだことのないスイー
ツドリンクになりました！

「もっちり豆富　550円（税込）」
濃厚さともちもちとした弾力のある食感が特徴で、一度食べたら
クセになるおいしさ。だし醤油との相性も抜群。

「 和 風 も ち ピ ザ パ イ　780円
（税込）」

焼きたてで運ばれてくるふっ
くらサクサクのもちピザパイ。
甘みのあるタレともちがピザ
によくあって大人気の一品。

広々とした店内は、カウン
ター席や大きなテーブル席も
あり、お一人様からグループ
までくつろげるゆったり過ご
せる。店内はバリアフリー。

廿日市永遠希 TOWAKI
所 	廿日市市下平良1-3-41
☎  0829-31-2581
営 	17:30 ～22:00
　　（豆富のテイクアウト 15:00 ～21:00）
休 	月曜日、火曜日(不定休あり)

　昨年12月地御前にオープンしたリラクゼーションサロン
「リフレッシュ　ルピナス」。台湾式リフレクソロジー（足裏）

からボディセラピーやアイセラピーまで全身の疲れを癒して
くれるサロンだ。
　「お客様目線を大切にしたい」とセラピストの山中さん。自
分自身もコリ症で、来る人のコリをほぐしたいとの思いから
約16年前にセラピストを始めた。豊富な経験と技術を活かし
た、マニュアル通りでは出来ない、お客様の要望に合わせた
施術は満足度が高く、ほとんどがリピーターだという。
　もちろん新規のお客様も大歓迎。疲れにお悩みの方はぜひ
一度お試しを。

▲落ち着いた雰囲気の店内で
癒しを提供。心も身体もリフ
レッシュ。

▲初めてのお客様には体調や
コリの箇所をヒアリングして
おすすめのメニューを提案。

▲店内には加湿器を設置。快
適な環境が作られている。

▲セラピストの山中　尚美さん

オーダーメイドの癒しを提供
　心も身体もリフレッシュ

リフレッシュ ルピナス
所 	廿日市市地御前1-9-22 1F
営 	10:00 ～19:00
　　（受付17 ： 00まで）
☎  080-4559-6153
休 	不定休


